
ICカードの利用状況について

資料３



➢ 防長交通よりICOCAの利用データの提供を受け、分析を実施
➢ 対象期間：R6.2～R8.1
➢ 対象系統：防長交通大島本線（久賀経由）、大島線（沖浦経由）
➢ 取得データ：系統別の利用者数、運賃収入（いずれも大人／子ども別）
➢ 備考

防長交通では現在、ICOCA定期券には対応していないため、都度払い
利用者のみの実績である
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➢ 月別の利用者数・収入の推移
 利用者数は月間3,000人前後、収入は月間150万円前後で推移。
 いずれも導入当初からおよそ1.3～1.4倍程度に増加。
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➢ 年間の利用者数・収入の推移
 令和6年度(R6.4～R7.1)と令和7年度(R7.4～R8.1)の年間利用者数を

比較すると、令和7年度は利用者数、収入ともに約20％増。
 令和6年度(R6.4～R7.3)の年間利用者数は延べ32,598人であり、

上記と同様の傾向で推移すると仮定した場合、令和7年度の年間
利用者数は約39,000人となる。
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